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　科学技術イノベーション総合戦略（平成 25 年 6
月 7 日 閣議決定）では、クリーンで経済的なエネル
ギーシステムの実現が挙げられている。日本再興戦
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ネルギー消費量は、2010 年の 2,700 Mtoe（100 万石
油換算トン）から 2035 年には 4,228 Mtoe に増加す








　　     可能量 [ 兆 m3] （2011 年末）
図表 3　非在来型天然ガスの種類別・地域別の技術的回収
　　     可能量 [ 兆 m3] （2011 年末）
出典：参考文献 2 を基に科学技術動向研究センターにて作成 出典：参考文献 2 を基に科学技術動向研究センターにて作成
徴特類種
。スガ然天るいてれさ積蓄に層石岩いすやれ流のスガい高の率透浸スガ型来在



























東欧州/ユーラシア 12 10 20
-84東中
アジア・大洋州 57 20 16
北米 56 12 9
アフリカ 30 7 0
中南米 33 15 -
欧州 16 3 2
世界 208 76 47
在来型・非在来型天然ガスの分布2-1 生産量の拡大が見込まれる
非在来型天然ガス2-2
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化炭素の回収・貯留技術（Carbon Dioxide Capture 
and Storage : CCS）として注目されている6、7）。
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といった液体炭化水素を製造する技術は Gas To 













の GTL 技術では、メタンから Syngas を生成し、



































































Gas To Liquid : GTL技術と
その動向4-1 ARPA-E における天然ガス変換技術の研究4-2
5 まとめと提言
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図表 8　既存 GTL技術とARPA-E における革新的バイオGTLの研究
1）　Energy Information Administration （EIA） （2013）. Technically Recoverable Shale Oil and Shale Gas Resources : An 
Assessment of 137 Shale Formations in 41 Countries Outside the United States, U.S. Department of Energy.
2）　International Energy Agency （IEA） （2012）. Golden Rules for a Golden Age of Gas : World Energy Outlook Special 
Report on Unconventional Gas, OECD/IEA.
3）　伊原 賢 （2010）. シェールガスの広がり, 石油・天然ガス資源情報, 2010 年 2 月 12 日.
4）　伊原 賢 （2011）. 水圧破砕技術の歴史とインパクト, 石油・天然ガスレビュー, 45（3）, 17-30.
5）　Aldhous, P. （2012）. Drilling into the Unknown, New Scientist, 213（2849）, 8-10.
6）　有村 俊秀, 前田 征児, 和田 潤, 浦島 邦子 （2011） 排出量取引を利用した二酸化炭素回収・貯留技術の促進について, 
科学技術動向, No. 120, 20-32. http://hdl.handle.net/11035/2224
7）　松原 修, 小西 祐作 （2008） コールベッドメタンの埋蔵量評価手法および開発 ･ 生産技術, 石油・天然ガスレビュー, 
42（6）, 19-30.
8）　Ohgaki, K., Takano, K., Sangawa, H., Matsubara, T., Nakano, S. （1996）. Methane Exploitation by Carbon Dioxide from 









エネルギー消費の多い既存GTL エネルギー消費の少ない革新的バイオGTL  
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